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日
高

市
小

瀬
名

の
「
殉

職
之

地
」
を

訪
ね

る
 

小
瀬

名
の

殉
職

の
碑

紹
介

 
小

瀬
名

は
標

高
３

７
０
m
、

日
和

田
山

３
０

５
m
、

物
見

山
３

７
５
m

の
中

間
の

高
さ

で
す

。

細
川

友
一

氏
の

著
書

「
碑

 
－

短
編

小
説

集
－

」
に

よ
り

ま
す

と
、

昭
和

１
９

年
５

月
２

７

日
、

横
田

飛
行

場
よ

り
飛

来
し

た
双

発
の

飛
行

機
が

小
瀬

名
の

耕
作

地
に

墜
落

、
乗

員
４

名
が

即
死

し
た

た
め

、
陸

軍
が

殉
死

と
し

て
地

元
に

慰
霊

碑
を

建
て

る
よ

う
要

請
、

そ
れ

に
こ

た
え

て
杉

田
源

吉
さ

ん
ら

地
元

住
民

が
４

名
の

名
前

と
階

級
を

記
し

た
石

碑

を
建

て
ま

し
た

。
 

横
田

基
地

は
当

時
、

陸
軍

多
摩

飛
行

場
と

呼
ば

れ
、

横
田

基
地

と
命

名
し

た
の

は

日
本

に
進

駐
し

た
米

軍
で

す
。

日
和

田
山

か
ら

奥
に

延
び

る
奥

武
蔵

の
稜

線
上

は
、

現
在

に
至

る
ま

で
実

に
多

く
の

飛
行

機
が

墜
落

し
ま

し
た

。
豊

岡
航

空
士

官
学

校
(
米

軍
ジ

ョ
ン

ソ
ン

基
地

)
、

東
京

多
摩

飛
行

場
（
米

軍
横

田
基

地
）
等

が
あ

り
ま

し
た

。
多

摩

飛
行

場
は

試
作

機
の

テ
ス

ト
を

専
門

に
行

っ
て

い
た

関
係

だ
と

思
い

ま
す

が
、

地
元

に

聞
き

取
り

す
る

と
驚

く
ほ

ど
話

し
が

出
て

く
る

そ
う

で
す

。
 

 小
瀬

名
周

辺
の

案
内

 
物

見
山

。
見

晴
ら

し
の

良
い

場
所

に
ベ

ン
チ

が
並

ん
で

い
ま

す
。

ベ
ン

チ
の

奥
の

細
い

道
を

少
し

行
く

と
、

一
等

三
角

点
の

埋
ま

る
物

見
山

山
頂

。
標

識
の

北
向

地
蔵

方

面
へ

向
か

い
ま

す
。

東
屋

を
過

ぎ
て

、
気

持
ち

の
良

い
道

を
行

き
ま

す
。

左
か

ら
並

走

す
る

山
道

と
接

触
。

こ
の

ま
ま

進
む

と
北

向
地

蔵
へ

。
左

の
道

に
入

り
、

少
し

行
く

と
馬

頭
観

音
の

石
碑

。
民

家
が

見
え

て
き

て
、

小
瀬

名
の

集
落

。
菜

の
花

、
ツ

ツ
ジ

、
他

の

花
々

が
綺

麗
な

、
山

間
の

の
ど

か
な

山
村

で
す

。
集

落
を

過
ぎ

て
下

っ
て

い
く

と
、

舗

装
さ

れ
た

車
道

に
出

ま
す

。
車

道
を

少
し

行
く

と
、

北
向

地
蔵

か
ら

の
道

と
合

流
。

沢
沿

い
の

道
に

な
り

、
左

に
「
五

常
の

滝
」
の

標
識

。
谷

へ
下

る
と

、
五

常
の

滝
。
 

今
、

な
ぜ

小
瀬

名
の

殉
職

の
地

を
訪

ね
る

の
か

 
現

在
、

沖
縄

を
は

じ
め

全
国

で
米

軍
基

地
の

撤
去

を
求

め
る

声
が

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

戦
争

の
基

地
が

自
分

の
家

の
そ

ば
に

あ
る

の
は

誰
で

も
い

や
で

す
。

し
か

し
、

私

た
ち

日
高

市
の

近
く

に
も

自
衛

隊
入

間
基

地
や

米
軍

横
田

基
地

が
置

か
れ

、
こ

の
日

高
市

の
上

を
米

軍
機

や
自

衛
隊

機
が

飛
び

回
っ

て
い

ま
す

。
1
9
9
9
年
11

月
2
2
日

に

自
衛

隊
の

練
習

用
ジ

ェ
ッ

ト
機

T
3
3
が

入
間

川
河

川
敷

に
墜

落
炎

上
、

搭
乗

員
2
名

の

命
が

失
わ

れ
ま

し
た

。
こ

の
事

故
で

河
川

敷
を

ま
た

ぐ
東

京
電

力
の

高
圧

送
電

線
が

切
断

さ
れ

、
大

き
な

被
害

が
出

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
墜

落
事

故
は

跡
を

絶
た

ず
、

私
た

ち
の

生
活

を
脅

か
し

て
い

ま
す

。
 

よ
く

よ
く

調
べ

て
み

ま
す

と
、

基
地

は
ど

れ
も

国
民

の
土

地
を

取
り

上
げ

て
作

ら
れ

た

も
の

で
、

軍
事

目
的

の
遂

行
の

た
め

に
は

私
た

ち
国

民
を

た
い

へ
ん

苦
し

め
ら

れ
て

き

ま
し

た
。

小
瀬

名
に

墜
落

し
た

軍
用

機
も

入
間

に
墜

落
し

た
飛

行
機

と
同

様
、

危
険

な

も
の

に
は

変
わ

り
が

あ
り

ま
せ

ん
。

特
に

、
戦

争
中

は
平

和
な

と
き

以
上

に
人

命
が

軽

視
さ

れ
ま

し
た

。
今

回
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

、
あ

ら
た

め
て

基
地

の
危

険
性

や
戦

争
の

愚
か

さ
を

考
え

ま
し

ょ
う

。
 

 小
瀬

名
と

米
軍

横
田

基
地

、
自

衛
隊

入
間

基
地

の
位

置
関

係
は

下
図

の
よ

う
に

な

っ
て

い
ま

す
。

横
田

基
地

と
小

瀬
名

の
間

は
約

 
１

６
ｋ
ｍ

で
、

飯
能

市
と

横
田

基
地

の

間
は

約
１

２
ｋ
ｍ

で
す

。
戦

前
、

日
高

に
は

陸
軍

航
空

士
官

学
校

高
萩

分
教

場
が

あ
り

ま
し

た
。

も
と

も
と

は
開

拓
地

だ
っ

た
の

で
す

が
、

軍
が

強
制

収
用

し
て

入
間

に
あ

る
航

空
士

官
学

校
の

分
校

と
し

て
使

用
し

ま
し

た
。

ユ
ン

グ
マ

ン
な

ど
ド

イ
ツ

製
の

複
葉

機
を

モ
デ

ル
に

し
た

練
習

機
が

使
わ

れ
ま

し
た

。
 

最
寄

り
駅

に
は

現
在

の
武

蔵
高

萩
駅

が
昭

和
１

５
年

に
開

設
、

川
越

と
高

麗
川

を

結
び

ま
し

た
（
現

在
の

川
越

線
）
。

武
蔵

高
萩

駅
に

は
貴

賓
室

が
設

け
ら

れ
、

防
空

壕

も
作

ら
れ

ま
し

た
。

そ
こ

か
ら

入
間

ま
で

は
舗

装
さ

れ
、

そ
れ

が
現

在
の

４
０

７
号

線
で
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す
。
 

 

昭
和

２
０

年
７

月
２

８
日

、
米

軍
艦

載
機

が
同

飛
行

場
や

高
麗

川
駅

を
空

襲
、

死
者

や
け

が
人

が
出

て
い

ま
す

。
高

萩
の

分
教

場
は

戦
後

米
軍

が
接

収
、

し
ば

ら
く

し
て

か

ら
食

料
増

産
を

目
的

に
県

か
ら

民
間

に
払

い
下

げ
ら

れ
ま

し
た

。
現

在
の

日
高

市
旭

ヶ

丘
で

す
。
 

 

ハ
イ

キ
ン

グ
途

中
、

米
軍

横
田

基
地

か
ら

飛
び

立
っ

た
戦

闘
機

や
輸

送
機

が
武

蔵

丘
陵

を
越

え
て

頭
の

上
を

悠
々

と
横

切
っ

て
い

く
の

が
見

え
ま

す
。

ジ
ェ

ッ
ト
戦

闘
機

は

日
和

田
山

や
物

見
山

を
め

が
け

て
突

っ
込

ん
で

き
ま

す
。

そ
の

真
下

は
日

高
市

清
流

地
区

で
、

山
に

向
か

う
道

路
沿

い
に

は
民

家
が

散
在

し
て

い
ま

す
。
 

短
編

小
説

「
碑

」
で

は
飛

行
機

は
双

発
で

、
機

体
の

色
は

「
銀

色
」
と

描
写

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

墜
落

し
た

飛
行

機
の

機
種

名
は

書
か

れ
て

い
ま

せ
ん

。
乗

員
４

名
で

多
摩

飛

行
場

か
ら

飛
ん

で
き

た
、

と
書

か
れ

て
い

る
の

で
キ

－
６

７
（
四

式
重

爆
撃

）
の

改
造

型

で
は

な
い

か
と

推
定

し
て

い
ま

す
。

多
摩

飛
行

場
に

は
陸

軍
航

空
審

査
部

が
置

か
れ

、

陸
軍

が
使

用
す

る
航

空
機

の
テ

ス
ト
が

行
わ

れ
て

い
ま

し
た

。
航

空
審

査
部

の
最

寄

駅
は

当
時

の
地

名
で

あ
る

東
京

府
西

多
摩

 
郡

福
生

町
の

駅
。

航
空

審
査

部
は

「
航

空
隊

の
そ

れ
ぞ

れ
の

ト
ッ

プ
が

い
て

、
こ

れ
か

ら
ど

ん
な

飛
行

機
を

製
作

す
る

か
研

究

し
、

試
作

し
、

更
に

試
作

機
の

テ
ス

ト
を

繰
り

返
し

、
そ

の
飛

行
機

を
 
陸

軍
で

正
式

に

採
用

す
る

か
否

か
を

決
定

す
る

所
」
と

し
て

存
在

し
ま

し
た

。
多

摩
飛

行
場

の
近

く
に

は

陸
軍

立
川

飛
行

場
が

あ
り

、
当

時
は

陸
軍

航
空

の
研

究
・
開

発
・
製

造
の

一
大

拠
点

 

と
し

て
重

要
な

地
位

を
占

め
て

い
ま

し
た

。
周

辺
に

は
軍

用
機

を
製

作
す

る
立

川
飛

行

機
、

日
立

航
空

機
、

昭
和

飛
行

機
工

業
な

ど
多

く
の

工
場

が
建

て
ら

れ
て

い
ま

し
た

。
 
 

 渡
辺

洋
二

著
「
陸

軍
実

験
戦

闘
 
機

隊
」
グ

リ
ー

ン
ア

ロ
ー

出
版

、
１

９
９

６
年

６
月

発

行
は

、
航

空
フ

ァ
ン

１
９

９
６

－
９

～
１

９
９

８
－

１
１

ま
で

連
載

さ
れ

た
原

稿
を

ま
と

め
、

加

筆
修

正
さ

れ
た

も
の

で
す

。
序

文
に

よ
る

と
、

航
空

審
査

部
の

任
務

上
「
な

に
も

起
こ

ら

な
い

ケ
ー

ス
は

奇
跡

で
し

か
な

い
」
こ

と
、

「
あ

ら
ゆ

る
審

査
飛

行
に

付
き

ま
と

う
 
の

は
負

傷
と

死
だ

」
、

扱
う

対
象

は
「
未

知
だ

ら
け

の
飛

行
機

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

同
書

は

航
空

審
査

部
飛

行
実

験
隊

戦
闘

班
、

も
し

く
は

同
部

戦
闘

隊
の

様
子

を
描

い
て

お
り

、

機
種

ご
と

に
時

系
列

で
記

述
し

て
い

ま
す

。
小

瀬
名

に
墜

落
し

た
機

体
に

つ
い

て
は

記
述

を
追

っ
た

が
発

見
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

同
書

に
よ

れ
ば

戦
闘

用
の

双
発

機
（
例

 

キ
４

５
改

Ⅱ
型

）
は

複
座

式
（
乗

員
２

名
）
と

の
こ

と
、

石
碑

に
あ

る
４

名
は

搭
乗

不
可

で

あ
ろ

う
。

 
石

碑
に

あ
る

「
雇

員
」
に

つ
い

て
記

述
が

あ
り

、
雇

員
は

下
士

官
待

遇
で

技

術
者

で
あ

っ
た

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 
墜

落
事

故
は

軍
事

機
密

で
あ

る
の

で
報

道
さ

れ
な

か
っ

た
可

能
性

が
高

い
の

で
す

。
そ

れ
と

は
逆

に
国

民
の

士
気

高
揚

を
目

的
と



日
高
市
平
和
委
員
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
資
料
 
 

20
10

年
5
月

4
日

 

し
た

記
事

が
掲

載
さ

れ
、

国
民

は
事

実
を

す
べ

て
知

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

の
で

す
。

 

 

米
軍

横
田

基
地

と
は

 
福
生
市
の

H
P

に
よ
り
ま
す
と
、
米
空
軍
、
横
田
基
地
は
福
生
市
・
立
川
市
・
昭

島
 市

・
武
蔵
村
山
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
の

5
市

1
町
に
ま
た
が
り
所
在
す
る
本
土

（
沖

縄
県

を
除

く
）

で
は

最
大

の
米

空
軍

基
地

で
あ

る
と

と
も

に
、

在
日

米
軍

司
令

部
及
び
第

5空
軍
司
令

 部
が
お
か
れ
て
い
る
極
東
に
お
け
る
主
要
基
地
で
あ
り
輸
送

中
継
基
地
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
抜
粋
。

 
 

滑
走

路
を

中
心

に
南

西
側

（
福

生
市

域
側

）
が

管
理

区
域

で
あ

り
、

東
側

（
武

蔵

村
山
市
域
側
）
及
び
北
西
側
（
羽
村
市
域
側
）
が
住
宅
地
区
を
有
す
る
飛
行
場
で
す
。

 

昭
和

15
年

 

 
旧

日
本

陸
軍

の
多

摩
飛

行
場

と
し

て
設

置
さ

れ
た

こ
と

か
ら

は
じ

ま
り

、
終

戦
に

よ
り

昭
和

20
年

9
月

6
日

に
米

軍
の

進
 駐

が
行

わ
れ

接
収

さ
れ

た
。

(接
収

当
時

の
滑

走
路

：
約

1,
30

0m
) 

昭
和

21
年

8
月

15
日

 

 
厚

木
に

進
駐

し
て

い
た

第
3

爆
撃

飛
行

大
隊

(A
-2

6
後

に
B-

26
)が

進
駐

し
て

き

た
。

な
お

、
こ

の
日

を
も

っ
て

 公
式

に
基

地
が

開
設

さ
れ

、
当

時
の

村
山

町
(現

在
の

武
蔵

村
山

市
)の

字
名

で
あ

る
「
横

田
」
を

と
っ

て
横

田
飛

行
場

(基
地

)と
称

さ
れ

る
こ

と

と
な

っ
た

。
  朝

鮮
戦

争
 

(昭
和

26
年

か
ら

28
年

) 

 
基

地
は

数
次

に
よ

る
拡

張
が

あ
り

、
さ

ら
に

昭
和

30
年

に
滑

走
路

及
び

オ
ー

バ
ー

ラ

ン
延

長
が

決
定

さ
れ

、
北

側
に

拡
張

 用
地

及
び

航
空

障
害

物
制

限
区

域
等

約
50

万
平

方
メ

ー
ト
ル

が
提

供
さ

れ
て

、
昭

和
35

年
に

は
面

積
約

70
0万

平
方

メ
ー

ト
ル

、

滑
走

路
3,

35
0m

の
ほ

ぼ
現

在
の

規
模

と
な

っ
た

。
 

 

石
碑

に
記

さ
れ

た
殉

職
者

の
経

歴
 

（
秋
元
書
房
「
陸
軍
士
官
学
校
」
の
「
第
７
部
、
出
身
者
一
覧
」
よ
り
抜
粋
）

 
永

野
 

淳
 

航
士

５
６

期
卒

、
昭

和
１

８
年

５
月

２
６

日
卒

業
生

計
６

２
７

名
。

同

姓
は
永
野
博
一
。

 
川

辺
貞

雄
 
航
士

57
期
卒
、
昭
和
１
９
年
３
月
１
９
日
卒
業
生
計
６
４
５
名
。
同
姓

は
川
辺
治
人
、
川
辺

竜
一
。

 
山

下
豊

 
航
士
５
７
期
卒
、
同
姓
は
山
下
明
、
山
下
弘
、
山
下
一
二
三
、
山
下
赳
夫
、

山
下
鉄
雄
、
山
下
貴

、
山
下
智
央
、
山
下
三
郎
、
山
下
博
晋
、
山
下
正
巳
（
片

 岡
）
、

山
下
球
太
郎
、
山
下
正
。

 
『

日
高
町

歴
史

散
歩
 

第
二

集
』
(
日

高
町

教
育
委

員
会

 
平
成

元
年

二
月
発

行
)

に
よ

れ
ば

、
碑

文
に
彫

ら
れ

た
の
は

計
器

飛
行
訓

練
中

に
計
器

の
故

障
で
、
付
近

の
松

の
木

に
接

触
し
て

殉
職

し
た
方

々
で

あ
り

、
永
野

淳
氏
は

北
海

道
出
身

の
教

官
、
川

邊
貞

雄
氏

は
鹿

児
島

県
出
身

、
山

下
豊
氏

は
東

京
都
小

金
井

市
出
身

、
菅

谷
照

氏
は

不
明

と
な
っ

て
い

ま
す
。

 

 ｛
メ
モ
｝



日
高
市
平
和
委
員
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
資
料
 
 

20
10

年
5
月

4
日

 

 


